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審査要旨 
この論文は、現代首都圏における日本語の変化の様相を、主として若年層の実態に注目しつつ、ア
クセント・イントネーションや携帯メイルの表現、また方言の受容などの観点から論じたものである。
全体は、序章、第 1 部から第 5 部に及ぶ本論に相当する部分、および終章から成る。序章において
は、研究目的、研究方法、「首都圏」の概念規定、「首都圏方言」研究の位置づけなどが記され、終章
では、共通語的な姿に落ち着くかに見えた首都圏方言が「脱共通語」的な、複雑な動きを見せている
こと、また新たなメディアとして登場した携帯メイルの「打ちことば」に、日本語社会における"新し
い標準"が形成されていく過程が看取されることなど、これからの日本語についての展望が簡潔に述べ
られている。 
５部から成る本論相当の部分は大きく二つに分かれ、第 1 部から第 3 部では、「地域方言」、なかで
も首都圏方言に聞かれるアクセント・イントネーションの動態を考察し、第 4 部と第 5 部では首都圏
若年層による携帯メイルのことばを「社会方言」として取り上げる。 
第 1 部「｢気づき｣と言語変化」では、現在首都圏において急速な変化を遂げつつある言語事象につ
いて、これを「気づきにくいもの」と「気づきやすいもの」とに分け、「変りやすさ」との関係におい
て検討することを提案する(第 1 章)。また、とくに音声言語に関する事象については「聞き取りアン
ケート調査」という、モデルとなる音声を被験者に聞かせて、その使用・不使用の意識を問う調査を、
実態調査と並行して行うことの有効性を説く（第 2 章）。つづいて「気づき」の有無や強弱と言語変化
との関係を考察し(第 3 章)、また外来語アクセントの平板化現象のような「気づきやすい」アクセン
ト変化においては、新しいアクセント型の使用意識がその使用実態よりも先行していることを指摘す
る(第 4 章)。さらに、形容詞活用形アクセントや、いわゆるⅠ類動詞連用形(～ニイク)アクセントの
変化は「気づきにくく変りやすい」ものであることを述べて(第 5 章・第 6 章)、従来「気づきにくく
変りにくい」ものとされてきたアクセントにも「変りやすい」一面があることを主張している。  
第 2部「｢とびはね音調｣の成立とその背景」は、著者によって 1990 年代はじめに発見され報告され
た「とびはね音調」（形容詞連用形＋ナイ）の性質と、その成立の背景を考察したものである。「尻上
がりイントネーション」がネガティブな社会的コメントが付せられて回避されるようになったのに対
して、「とびはね音調」は社会的コメントが付せられる以前に広まり(第 1章)、「都会的」「かわいい」
というプラスイメージが添えられてからは、首都圏若年層において、使用意識が使用実態を上回ると
いう拡張傾向がにあることが報告されている（第 2章・第 3章）。さらに「とびはね音調」成立の背景
には「形容詞アクセント型の混同傾向」と「問いかけイントネーションの変化」がともにあるとして、
両者の「協同的関係」が論じられる（第 4 章）が、これによって「とびはね音調」の成立事情はほぼ
解明されたと言ってよい。 
第 3 部「アクセント変容からみた首都圏方言」においては、首都圏方言と首都圏外周方言との接触
の結果として生じるアクセントの変容を考察し（第 1章）、言語変化や「ゆれ」の要因を多変量解析に
よって求める試みについて提案する（第 2 章）。また、「気づきやすい」言語変化として外来語アクセ
ントの平板化現象を再び取り上げ、首都圏若年層において新型を受容する場合には「新鮮で、都会的
なかっこよさ」が重要視されることを述べている（第 3章）。さらに地名アクセントの変容や街道名の
アクセントが保持される要因にも言及し（第 4 章・第 5章）、また山梨県西部域若年層に聞かれるアク
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セント変容（共通語化・首都圏方言化）が首都圏との交流の程度と深く関わっていること（第 6 章）
など、アクセント変容の要因をさまざまな角度から考察し、新たな知見を提出している。 
後半は研究対象を「社会方言」に転じ、第 4 部「新しいメディアのインパクト」では、新しいメデ
ィアとして急速な普及をみせている携帯メイルの使用実態を観察し、一般ルールが定まりつつあるこ
とが指摘される（第 1～2章）。また、従来の「女子的回し手紙（おてまみ）」と携帯メイルのことばの
類似性を確認し（第 3 章）、PC メイルと比較した表現の分析（第 4 章）などを通して、いわゆる「打
ちことば」の表現が、装飾性を強く求める若年女子によって先導されていることを明らかにする（第
5・6 章）。 
つづく第 5 部「｢方言受容｣の新しい姿」においては、首都圏若年層による方言受容の特性について
観察する。それによれば、彼らは、自身とは縁もゆかりもない他地域の方言のもつキャラクター性を
利用して、その特徴的要素を自己の表現に取り入れ、ときどきにそれらを「着脱」して表現の幅を広
げているという。これまで、とくに自身の生育した土地の伝統的方言を用いるという「方言のアクセ
サリー化」は言われていたが、ここに指摘されたような、「間接接触」によって知った非生育地方言を
も用いるという「方言おもちゃ化」を指摘したのは、本論文の著者が初めてである。  
ここではまず「間接接触」による関西方言の受容パタンを考察し(第 1 章)、つづいて首都圏居住者
に方言を使用しているという意識が希薄であることを確認した上で(第 2 章)、携帯メイルなどの「打
ちことば」にみられる「非生育地方言（ニセ方言）」の機能に着目し(第 3章)、それが、「地元志向的｢親
密コード｣」を持たずかつ方言的特色の薄い首都圏生育若年層に顕著にあらわれることなどが、順を追
って述べられる。これによって、日本語社会における「方言」の位置づけが変ってきていると、著者
は主張している(第 4章)。 
本論文は、首都圏において現在進行しているさまざまな言語変化を、その実態のみならず、使用意
識や、イメージなどの志向性に着目し、これを広く「動態」として提示したものであるが、それを報
告するだけにとどまらずに、「とびはね音調」成立の事情を言語学的に解き明かし、「方言受容」にみ
る「おもちゃ化」の社会的背景を現代という視点から説明しているところなどは高く評価すべきであ
り、それによって、言語変化の背景やそれのもつ社会的意味を明らかにしようとする本論文の目的は、
十分に達せられたと認めることができよう。 
以上により、審査委員会は、本論文が博士（文学）の学位授与にふさわしいものと認めるものであ
る。 
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